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私が高校ラグビー静岡県選抜のコーチとして、ニュージーランド遠征に同行したのは今からもう８年も前のことになります。現地のコーチを雇って県選抜チームにコーチングを行ってもらったわけですが、今でも印象深く覚えているのはその練習内容ではなくそこで見た子ども達の姿です。

週末の朝になると、多くの子ども達が見渡す限りに広がる美しい緑の芝生の上で、お父さんやお母さん、お兄ちゃんや妹、友達、あるいは犬と一緒にボールを追いかけて「キャッ、キャッ」と騒いで遊んでいます。それを見て、「なんと豊かなんだろう・・・」と感動したことを今でも鮮明に覚えています。そこにあったのは「無条件で楽しい」という感覚でした。こういう体験を子供時代に多く積んだ人と、それがない人では何かが決定的に違ってくるのではないかと強く感じたものでした。

６月15日、裾野球技場で「キッズ・ラグビー（英語で遊ぼう！）」という新しい企画を実施しました。準備期間が非常に短く、小黒さんのご尽力でなんとか実現したわけですが、当日は４名の外国人講師とともに英語を使った子供向けのセッションを行いました。

当日、セッション本番が始まる前に、子ども達が芝生の上でボールを追いかけて笑っているのを見て、この企画は既に成功だったと強く感じました。一面に広がる緑の芝生、多くの友達、変な言葉を話すちょっと変わったお兄ちゃん、お姉ちゃん、走る喜び、逃げる快感、追いかける楽しさ、そしてどこに転がるか分からないヘンテコなボール・・・。


そういったものを「楽しい」と感じる資質は、教えられて身につけるものではなく、子どもに元々備わっているのものだと私は信じています。そしてそれこそが「ラグビー」という競技の本質ではないでしょうか。だからこそそれは・・・無条件に楽しい。

子どもは「天才」です。子どもの素晴らしさは「偏見」が全くないことです。分からない言葉も、肌の色が違う外国人も、ヘンテコなボールも、「おもしろいもの」としてそのまま取り込むことができます。この日のセッションも全く日本語を使わずに説明を行いましたが、彼らはすべてのアクティビティーをこなすことができました。それが年を追うごとに様々な理由で徐々に「バリヤー」ができてきて、いろんなことがそのまま受け入れられなくなります。天才的な「子供力」が徐々に消えていくということです。

昔から「人間の生まれ持った資質は善か？悪か？」といった不毛な議論がありますが、その問に対する正しい答えはもちろん「両方」でしょう。「陽」の部分もあれば、確実に「陰」の部分もあるのだと思います。現在、特にマスコミにおいて、その「陰」の部分をクローズアップして取り上げる行いが横行しているように見えます。そうではなく、子ども達の持つ「陽」の部分に多くの光を当て、その輝きを増やしてゆけたら素晴らしいことだと思います。

政府の行う景気対策や外交政策の中にではなく、その子ども達の輝くような笑顔の中にこそ、明るい未来が見えてくるのではないかという気がしています。
子どもの笑顔と日本の未来　　「キッズ・ラグビー（英語で遊ぼう！）」より


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＮＰＯ「静岡東部ラグビーコミュニティ」　村上勇
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